
業務名

落札額

評価 分類別

点数 評価点数

50 50 落札者決定基準に基づき算出 47.8 47.8

優 良 可 無

2 1 0.5 0

優 良 可 無

2 1 0.5 0

担当者数 最長者の経歴

２人以上 １人 無 ５年以上 ５年未満 無

2 1 0 1 0.5 0

優 良 可 無

2 1 0.5 0

優 良 可 無

1 0.5 0.3 0

優 良 可 無

2 1 0.5 0

優 良 可 無

2 1 0.5 0

優 良 可 無

2 1 0.5 0

優 良 可 無

2 1 0.5 0

優 良 無

1 0.5 0

有 無

1 0

優 良 可 無

2 1 0,5 0

優 良 可 無

2 1 0.5 0

優 良 可 無

2 1 0.5 0

優 良 可 無

2 1 0.5 0

優 良 可 無

3 2 1 0

優 良 可 無

2 1 0.5 0

優 良 可 無

3 2 1 0

１５％以上 10%以上15%未満 5%以上10%未満 ５％未満

1 0.5 0.3 0

３期プラス ２期プラス １期プラス ３期マイナス

2 1 0.3 0

３期プラス ２期プラス １期プラス ３期マイナス

1 0.5 0.3 0

１０００人以上 １００人以上 ５０人以上 ５０人未満

1 0.5 0.3 0

優 良 可 無

1 0.5 0.3 0

落札者 一般財団法人和歌山県交通安全協会 229,699,800 円

業務年度 令和７年度及び令和８年度 交通警察事務委託業務

個別
点数

評　価　要　旨

3 3有 無

-3 3

役務の提供等の契約に係る入札等結果

①
入
札
価
格

②
公
平
性

3

受託業務との利害関係の有無

3
交通事故の防止に関する事業を行い、交通安全の実現と交通秩序の確立に
寄与することを目的として設立された法人であり、公共性及び公平中立性を
有している。

分類 配点
審　査　項　目

入札金額

0

業務処理場所のネットワーク等に関する提案の充実度

2 協会本部と各支部間でネットワークを構築している。 2

0.3

配置人員の雇用に関する提案の充実度

2

支店・営業所等の拠点数

1 センター３、支部１４

提案無し

3

1

評　価　の　基　準

3

１５箇所以上 ８～１４箇所 １～７箇所

1 0.5

④
指
導
教
育
体
制

8

指導教育担当者の配置及び経歴

3 経歴の長い担当者を多数雇用し、各支部に配置している。

③
遂
行
体
制

5

契約期間中の配置人員に対する研修計画書の充実度

2
職員教養（新規採用者、窓口業務職員、指導する幹部職員）を実施予定であ
るが、充実度を判断できる具体的資料の提示がない。

6

既存の研修規定等の充実度

2
就業規則において、職員の知識・技能等の向上を図るために、教育、研修及
び訓練を行う旨規定されている。
また、交通警察経験者を多く雇用し、充実した体制で指導を行っている。

2

過去１年間の指導・教育に係る実績

1
会議及び検討会を多数回実施し、指導・教養を図っているが、これらを具体
的に示す資料の提出がない。 0.5

0.5

2
従来どおりの自主検査を実施予定であるとのことであるが、具体的な自主検
査計画は示されていない。

既存事業における自主検査体制、自主検査に関する規定等の充実度

2
経理規程及び監事監査規程にて、組織の健全性を確保するための各種規
程が定められている。

0.5

1

2

⑤
業
務
監
査

6 4.5
過去１年間の自主検査に係る実績

2
各支部に対する定期監査、監事よる職務監査、会計事務所による本部等を
対象とした監査が行われている。 2

契約期間中の自主検査企画提案書の充実度

各種会議及び事務連絡等において機密漏洩防止についての指導教養を実
施しているが、各種会議における具体的な施策の内容を示す資料の提示が
ない。

⑥
社
会
貢
献

2

法定雇用率以上の障害者雇用

1 法定雇用率から算出した障害者雇用者数以上雇用している。

2
障害者就労施設等からの物品等調達額

1 購入実績がある。 1

1

2

4.5

機密漏洩防止を浸透させる施策

2

1

⑦
情
報
管
理

8

機密漏洩防止に関する規定等の充実度

2
一般社団法人和歌山県交通安全協会個人情報の保護に関する取扱規程等
により、管理体制、利用、データの取り扱いなどが規定されている。

契約期間中の機密漏洩防止のための研修実施計画の充実度

2
支部局長会議等による機密漏洩防止のための研修を行う予定であるとのこ
とであるが、充実度を判断できる具体的資料の提示がない。 0.5

6
既存事業におけるトラブル・苦情処理に係る再発防止策

2
指導教養を徹底し、手続き案内を充実させるなど業務の円滑化に取り組んで
おり、再発防止を要するトラブル・苦情は発生していない。 2

契約期間中の配置人員に対する研修予定計画の充実度

3
総務課長、事務局長を中心とした指示教養を実施するとのことであるが、充
実度を判断できる具体的資料の提示がない。

既存のトラブル対応・苦情処理マニュアル等の充実度

3

0.3

2

1

0.3

1

既存事業における業務情報・個人情報等の管理実態

2
各種規定等を策定し、適宜の教養を実施して、情報漏洩防止の徹底を図っ
ているが、専門業者によるセキュリティ対策等、システムからの情報漏洩対
策の有無についての提示がなされていない。

3窓口対応マニュアルが整備され、トラブル・苦情の防止に努めている。

提出された資料から算出

0.3１０％以上 5%以上10%未満 ５％未満

1 0.5

直近３期の純利益

2 提出された資料から算出

⑧
ト
ラ
ブ
ル
対
応
・
苦
情
処
理

8

3.9

４倍以上 ２倍以上 ２倍未満

2 1 0

自己資本比率
　（資本金＋資本剰余金＋利益剰余金）÷資産×１００

⑨
財
務
基
盤

7

純資産（正味財産）と予定価格の比率

2 提出された資料から算出

0.3

直近３期の営業利益

1 提出された資料から算出

1

提出資料から採点

1 提出資料から採点

営業利益率（営業利益÷営業費用×１００）

1 提出された資料から算出

1

2.5

10年以上 5年以上10年未満 ５年未満

1 0.5 0

従業員数

営業年数

83.2

0.5

組織体制

1 提出資料から採点 1

総合評価の点数

⑩
組
織
基
盤

3

1


